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1 ． は じめ に

　湯 ヶ 峰断 層は ，阿 寺断層系 を構成 す る 北 西 〜 南 東 走 向 ，長 さ約 10　klnの 活断 層 で あ る

（佃 ほ か ， 1993）（Fig．1）．本 断 層 は 下 呂 断 層 や 小 稲知 断 層 と共 に ，阿 寺 断 層 系 中 北 部 を 構

成 す る活 断 層 の
一

つ で あり，河 川 や 尾 根 の 系 統的 屈 曲 か ら左 横 ずれ 変位 が 認 め られ る ．一

方 ．阿 寺 断 層 系 の 主 な 垂 直 変 位 方 向 と は 反 対 の 南 西 側 隆起 を示 す こ と，断 層 線 の ほ ぼ中 央

に 湯 ヶ 峰 流 紋岩 （O．1−0．12Ma ）が 分 布 する こ とな ど，同 断層 系 で も特 異 な断 層 で ある ．

　湯 ヶ 峰断 層の 古 地 震活 動に 関す る研 究 は ，岡 田 ほ か （1987）が ， 三 ツ 石 地 区 で の 調査 か ら

約 7 千 年 前 以 降 4 回 の 断層 活 動 を推定 し，最 新活 動 を約 1120yrB．P．以 降 と して い る．また

岡 田 ほ か （1987）が 報告 した 調査 地点 の 近 傍 で 実 施 さ れ た トレ ン チ 調 査 で は ，L2 段丘 構成

層 と 上 位 の 沖積層 を変位 させ る断 層が ， L2 段丘 形 成 以降少 な く と も 2 回 の 活 動 を示 し て

お り，最 新 活 動 は 約 1000 年 前 （980yrB ．P．，1020yr．B．P．）以 降 と され る （佃 ほ か ， 1993）．

　しか しなが ら ，湯 ヶ 峰断 層 の 活動周 期 や 活 動 時期 は ，個 々 の 活動 時期 の 推 定 誤 差 範 囲 が

大 き く不 明 確 で あ る．ま た 阿 寺断 層 系 の 他 の 断層 活 動 と正 確 に 対 比 す る こ と も難 し い ．

　 こ れ を 解決 す るた め に 本研 究 で は ，岐 阜 県 下 呂町 大林に お い て ト レ ン チ 調 査 と地 震 イ ベ

ン トに 関 わ る地 層 の
L4C

年 代 測 定 を実施 し，湯 ヶ 峰 断 層 の 最 新活 動 を含め た 古 地 震活動 時

期 の 高精 度で の 解明 をめ ざ した ．

2 ． 調 査研 究 方法

　本 研 究 で は阿 寺 断 層 系湯 ヶ 峰断 層に お い て トレ ン チ 掘 削 調 査 を実施 した ．調査 地 の 選 定

に あた っ て は，最 新 活 動 時 期 の 高精 度 な 認 定 を 可 能 と する た め に ，人 為 改 変 が ほ とん ど 及

ぱず 自然 堆 積 し た 地 層 が残存 す る 山 地 内 の 小 凹 地 を 掘 削 地 点 と して 選 定 し た ．調査 で は 重

機 を用 い て 断 層 に 直 交 す る長 さ約 12m ，幅約 4m ，法 面 角 約 60
° 〜 70

°
の 調 査溝を掘削

した ．掘削 した 調 査溝 の 両 側 壁 面 を整 形 し ，断 層 や 地層の 変形 構造 をス ケ ッ チ した後 ，地

層 と断 層 の 関係 か らイ ベ ン ト解 釈 を行 っ た ．ま た 各層 準 か ら年 代 測 定試料 を採取 し た ．試

料 は 実験室 に 持 ち帰 り超音 波洗浄機で 水 洗 した 後，酸
一

ア ル カ リ
ー酸 処 理 を施 した ． こ れ

を バ イ コ
ー

ル 管 に CuO と と もに 真空封 入 し， 900
°

C で 加 熱 した ．発 生 した気 体を真空ライン

中で 精製 し，得 られ た GO 、か ら，　 Kitagawa 　 et 　a ／．（1993 ）の 水素還 元 法 に よ り，グラ フ ァ イトターゲ

ッ トを作 成 した、ターゲ ッ トの
1
℃ 濃 度 を名古屋 大 学 タン デ トロ ン加 速器 質 量 分 析 計 2号 機に よ っ て

測 定 した ．測 定 結 果 か らLibby の 半 減 期 5568 年 を用 い で
4C

年 代 を算 出 し T さらに CALiB4 ．3

（http：〃depts．washington ．edu ／qiの を用 い て 暦 年補 正 し た もの を Table　1 に 示 した ．
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Fig. 1 , index map  showing  the Atera fault
system.

Tablel Radiocarbon date at  the Yugamine  fault trench site.

SampleNo.SampleNo,Labo.No,6i]cpDB
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All samples  were  analyzed  by AMS  at  Nagoya University.
Calibratien is carried by Stuiver et  at.  (199g) method  B

-145-



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

3 ．調 査 地 点の 地 形 と ト レ ン チ 壁面 の 層 序

　調査 地 点 は 笹 平 沢 左 岸 の L1 段丘 面 を湯 ヶ 峰 断 層 が 横切 る地 点 で あ り （Fig2），分 岐 した

断 層の 間 に 小 凹 地 を形 成す る ．南 西 側 の 断 層 に 沿 っ て pressure　 ridge や 低崖が 連続 し， こ の

低 崖 を横 切 る トレ ン チ を掘 削 した ． ト レ ン チ で は 北 東 傾 斜 の 明 瞭な正 断層 （Fl，F2）が 認め

られ，隆起側 に は 破砕 した 濃飛 流 紋岩 （基盤 岩〉（7）と Ll 構 成 礫 層 （6 層 ）が 分 布す る （Fig．3）．
一

方，低 下 側基 底 に は 巨 礫 を含 む褐 色崖 錐性堆 積物 （4， 5 層 ）が分 布 し， こ れ を覆 っ て 礫

混 じ り黒 色 腐植 土 層 （1 〜 3 層）が 分布 す る ．こ の うち 2b 層よ り下 位 の 地 層 は， い ず れ も

断 層近 傍 で 南西 側 へ 向 か っ て 増 傾 斜 す る．

4 ． 湯 ヶ 峰 断 層 の 活 動 時 期

　個 々 の 地震発 生 年 代 に つ い て 以 下 に 示 す ．地 震 イ ベ ン トを挟 む地 層 の 補 正 後の
14C

年代

は ，た とえpr。 babi［ityが 低 くて も，イベ ン トの 下 限 に は 最 も古 い 年代 値 を，イ ベ ン トの 上 限 に は最

も新 しい 年代 値を採用 した ．

＊ Eventl最 新活 動 ； 916 ± 28yrB ．P．〜 2871 ± 29yr．B ．P ．

　 　 （A ．D ，1161 〜 B ．C．1125）（789cal．B．P．〜 3074calB．P．）

　 緩 や か に 傾 斜 す る 2d 層 を 2a 層 が フ ラ ッ トに 覆 う傾斜 不 整 合 が 認 め られ る こ とか ら，

Event1 の 発 生 時期 は 2d 層 （2871 ± 29yrB ．P．）堆積後，2a層 （916 ± 28yr．B ．P．）堆 積 以 前 で ある．

＊ Event2 ： 2564 ± 30yr．B．P．〜 4382 ：t　32yrB，P．

　　 （B ．C．601 〜 B ．C．3019）（2550calB ．P．〜 4968calB ．P．）

　 断 層 F2 は 3a 層 の 基 底 を変 位 させ ， 崖錐 W に 覆われ る こ とか ら，　 Event2 は 3a 層 堆 積 中

と考 え られ る ．また 断 層 F1 近傍 の オ
ー プン ク ラ ッ クの 形 成も同 時 と考 え られ る こ とか ら

F1 断 層 も活 動 した 可 能 性 が 高 い ．崖錐 W を覆 う 3a 層上 部 （2564 ± 30yrB，P．）が Event2 の 上

限 年 代 で あ り，F2 の 変位 を受 け る 3b 層 （4382 ± 32yr．BP ．）が下 限 となる ．た だ し，上 位の 2d

層 と年代 が 逆 転 し て い る こ と か ら，他 の サ ン プル を用 い た 年代 の 再 測 定が 必 要で あ る．

＊ Event3 ： 9124 ± 37yr．B ．P．〜 Ll 面 （20−30ka）丑彡成以 降 に 少 な く と も 1 回

　 　 （B．C ．8269 〜）（10218caLB ．P．〜）

　3b 層 を堆 積 させ るた め に ， 3b 層 堆積 以前 に 堰 き 止 め 状 の 崖 地 形 を形 成 した 活 動 が 少 な

くとも 1 回存在 する．発 生 年代 の 下 限 は最 終 氷 期 極 相 期 （20−30ka）の L1 段 丘 堆 積層 （6 層）

で あ る こ とか ら，Event3 の 発 生 時 期 は 6 層 堆積以 降， 3a層堆積 （9124 ± 37yr．B ．P．）以前 で あ

る ．

＊ そ の 他の イ ベ ン ト

　隆起 側 の 破砕 帯が 断 層運 動 に よ る急激 な 隆起 に 伴 っ て 崩 落 し，形 成 され る破砕 プ リズ ム

の 存在 か ら， 4 層堆積 中 と 6b 層 堆 積 中 に イ ベ ン トを読む こ と が で き る ． しか し， こ れ ら

の イ ベ ン ト発 生 年代 は 決定で き て い な い ．

5 ． お わ りに

　
1

℃ 年代 の 測 定 に よ っ て ， 湯 ヶ 峰断 層 大 林 地 区 に お け る古 地 震 活動 時 期 を高 精 度 で 明 ら

か に す る こ とが で き た ．今後 ，湯 ヶ 峰 断 層 三 ツ石 地 区 との 活 動 時期の 対 比 や ，断層 系全 体

で の 活動 時 期 の 比 較 に つ い て ，稿 を 改 め て 議 論 して い く． また Event2 に 関係す る年 代 の

逆 転 を解消する た め に ， さ らに 別サ ン プル の 追 加 測 定 も実 施 す る必 要 が あ る．
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     Paleoseismicity of  the Yugamine  fault constituting  the  Atera Fault System

          Daisuke HIROUCHI  (1) , Ken-ichi YASUE  (2) ,Chikara  UCHIDA  (3) ,

                             Takahiro HIRAMATSU  ( 1 )

      (1) Graduate school  of  Environmental Studies, Departrnent of  Geography, Nagoya  University

                (2) Graduate school  of  Science and  Engineering, Toyama  University

     (Present address:  Horonobe  Underground Research Center, Japan Nuclear Cycle Development  Institute)

      (3) Gradnate school  of  Environmental Studies, Department of  Geography, Nagoya University

                        (Present address:Tamano  Consultants Co,,Ltd.)

   The Yugarnine fault, 10 km  in length is in the north-central  part of  the Atera fault system.  We  studied

the Late Quaternary activity  of  the Yugamine  fatilt through  the trenching survey,

  We  excavated  a  trench across  the scarplet  on  the Ll terrace at Obayashi district. Some humic Layers
and  fiuvial gravels are  exposed  on  the trench  walls.  The Yugamine  fault cut  through  these layers to fbrm
a  linear depression on  its NE  side.  From the stmctural  evidence  along  the fault plane and  angular

unconfbrmity,  we  recognize  at Ieast three faulting events  in this trench,

Event  1: 916  ±  28yrB.P.,v 2871 ±  29yr.B.P. (AD.1161 'v
 B.C.1125)

  We  can  find the angular  unconfbrrnity  between unit  2d and  unit  2a on  the both walls.  This possibly
shows  that the last event  occurred  after the deposition of  unit  2d(2871  ±  29yr.B.P.) and  befbre the
deposition ofunit  2a (916 ±  28yr.B.P,) .

Event 2: 2564 ±  30yr.B.P.'v 4382 ±  32yr.B.P. (B.C.601 tv  B.C.3019)

  The  F2 fault plane cut  a  bottom of  unit  3a and  the uppermost  terrnination of  F2 fault plane is covered
by a  colluvium(unit  W)  which  located middle  part of  unit  3a. The  age  ef  this colluvium(unit  W)  is
constrained  to be older  than upper  part of  unit  3a(dated at 2564 ±  30yr.B,P,), and  younger than  the

upper  part of  unit  3b (dated at 4382 ±  32yr.B,P. ).

Event 3: Befbre 9124 ±  37yr.B.P. (B.C.8269 
'v)

  We  can  reveal  at least one  faulting event  since  the deposition of  the gravel(Unit 6).The  age  of  the

gravel is assumed  to be older  than the bottom of  unit  3b (dated at 9124 ±  37yr.B.P. ) .
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